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養成校における弾き歌いの指導について
─ 歌詞から生まれるイメージを大切にした弾き歌いの指導事例を通して ─
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多いと記憶している。歌うことが楽しくてど
なり声になるのは問題ないのだが、顔を真っ
赤にして歌っている姿には驚かされる。筆者
の考えとしてはどなり声を完全否定はしない
が、どなり声が素晴らしい声という理解で終
わらせるのは好ましくないと思う。そこで、
このような場面における保育者は、どなり声
を更にどなり声にしようとするようなピアノ
伴奏や言葉かけなどがあってはならない。ま
た、保育者や友達の歌声を聴きあう体験を多
く積むほど、どなり声が少なくなるようにも
感じる。そこで、保育者自らが子どもの歌声
に耳を傾け、先に歌った歌い方よりも具体的
にどう変化したのか声かけできるような指導
も効果的である。他にもどなり声を美しい歌
声へ導く方法はあると思うが、まず保育者が
どなり声になっていないか子どもの歌声に耳
を傾け、その原因は何か考えることこそが重
要である。
（₂）歌を子どもに伝える存在
　子どもの歌唱活動は、まず歌を‘聞く（聴
く）’ことから始まる。どんな歌声で幼児に
語りかけるか、つまり保育者の歌声が重要で
あるということであろう。メロディーの音程
はもちろん、リズムを間違って歌うようであ
れば、子どももそれを疑うことなく真似て歌
うだろう。まず保育者の歌声を聞いた子ども
が‘歌ってみたい’と思えるような歌声を聞
かせることが大切である。また、歌には歌詞
があり、その歌に込められた意味を保育者が
よく理解した上で、歌って聞かせることが重
要である。つまりどんな簡単な子どもの歌で
あっても保育者は一つひとつの歌について教
材研究することが大切であり、単に歌を歌っ
て聞かせる存在ではなく歌を伝える存在こそ
導の下、全体授業を行う。筆者は専門が声楽
であることから全体授業では歌唱指導を行っ
ており、残りの個人レッスンにおいても歌唱
に重点を置き指導している。これまでの指導
経験から感じた根本的な問題として、歌うこ
とを意識できない学生が非常に多いことが挙
げられる。例えば歌詞を無意識的に間違って
歌う等、ピアノに集中してしまい、歌は単な
る補足的なものと考えている学生が多いよう
に感じる。
　本研究では子どもの歌唱活動における保育
者の役割について改めて見直すとともに、筆
者が‘弾き歌い’の授業で試行した歌唱に焦
点をあてた指導事例として、歌詞から生まれ
るイメージを大切にした実践例を挙げ、その
有効性について明らかにする。またこのよう
な指導がこれからの子どもの歌唱を支える保
育実践力の育成としてどう結びつくのか検証
したいと思う。
₂．歌唱活動における保育者の役割
（₁）どなり声から美しい声へ導く存在
　子どもの歌唱活動における悩ましい問題に
‘どなり声’が挙げられる。井戸（1996）に
よると、‘どなり声’は一概に悪いとは言えな
いとしている。子どもの心的態度や環境との
相互作用の結果として、どなり声が発生する
ことも事実である。ここに、どなり声は歌唱
に不適切である、と単純に決めつけて論を展
開できない問題が存在すると述べている。
　子どもがどなり声を出す時の状況は集団で
歌う時、興奮している時、一生懸命な時が挙
げられる。中には機嫌が悪いなどでどなり声
を出す場合もあるが、筆者の経験（幼児を対
象に音楽指導をしていた）では皆と歌声（大
きさ）を競い合う時にどなり声になる場合が
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が保育者の役割なのではないだろうか。
（₃）表現の喜びを伝える存在
　保育者は歌唱活動を通して、歌う楽しさを
伝える存在でなければならない。しかしなが
ら、ピアノを弾く事に精一杯で余裕がないと
保育者に笑顔は見られない。せめて右手のメ
ロディーを弾きながら微笑む位の注意は必要
であろう。
　表現の喜びを保育者と子ども、子ども同士
で感じる体験は保育において貴重な体験とな
る。表現する中で生まれる喜びを皆で共有す
ることや伝えあうことの喜びを十分に味わえ
るような環境を作っていくことが保育者の使
命である。そしてそのためには、保育者自身
が子どもと共に共感できる感性を持つことが
求められる。
（₄）子どもの声を受けとめる存在
　保育者は常に子どもの声を受けとめる存在
でなければならない。保育現場でピアノの方
に顔を向けたままの保育者を見ると残念な気
持ちになる。また、子どもの声に耳を傾ける
だけでなく、歌っている表情を見ることも大
切なことである。自分の歌声を受け止めてく
れる存在を知ることでそれが表現の喜びとな
り、更に豊かな歌唱活動へとつながるであろ
う。
　このことについては、『幼稚園教育要領解
説』でも次のように述べられている。「・・・
ここで大切なことは、正しい音程で歌うこと
や楽器を上手に演奏することではなく、幼児
自らが音や音楽で十分遊び、表現する楽しさ
を味わうことである。そのためには、教師が
このような幼児の音楽にかかわる活動を受け
止め、認めることが大切である。」
　子どもにとって自分の歌声を受け止め認め
られる体験を重ねることは、子どもの心にそ
の喜びは深く刻まれるだけでなく、更なる表
現の探究へと変化し、豊かな表現を生み出す
のではないだろうか。また子ども一人ひとり
自分らしい表現を存分に発揮できる。つまり、
認めてくれる存在がいることこそが、子ども
一人ひとり自分らしく表現できることにつな
がるのである。しかしながら保育現場で、子
ども一人ひとりの歌声に耳を傾けている保育
者は少ないように感じる。もっとも一斉歌唱
の場合、弾き歌いしながら、子ども一人ひと
りの歌声に耳を傾けることは容易ではない。
しかしながら少しでも意識することが教育要
領に示されている「自己表現を楽しめるよう
に工夫すること」につながるのではないだろ
うか。
₃．歌唱活動におけるイメージとは
　歌唱活動において歌詞の理解を深めておく
ことが大切であることは言うまでもない。
　子どもの歌には旋律やリズムの良さで楽し
むものもあれば、「ことば」から生まれるイ
メージや内容が幼児の心に伝わるようなもの
もある。また、ことばを理解することは、子
どもの言語獲得に大きく貢献すると言えよう。
また、子どもは歌う活動において、歌詞の意
味を楽しむというよりも、「ことば」から生ま
れる「ことばのリズム」を楽しんで歌ってい
るものである。とはいえ、言葉自体の面白さ
だけでなく、動物や生き物等の動きや印象つ
まり、対象が持つイメージにピッタリ合うこ
とばのリズムの曲もある。例えば、≪でんで
んむしむし　かたつむり≫（かたつむり）、
≪どんぐりころころ　どんぶりこ≫（どんぐ
りころころ）等が挙げられる。
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結果から分析する。
4－1．学生の実態
対象：本学子ども発達学科学生74名
実施：平成22年５月
　ここでイメージについて考えてみたい。イ
メージ（image）とは、「心の中に思いうかべ
る像や心象。そして姿や形象や映像」をいう。
子どもは歌唱表現を通して、自身の内に広が
る想像の世界を表出しているものである。子
どもにとって歌うことは遊びの一つであり、
歌詞の世界に入り込んだ遊びと言える。先述
した〈かたつむり〉〈どんぐりころころ〉な
ど姿や形象を表した歌詞の場合、対象になっ
たつもりでイメージの世界を膨らませ、身体
を動かしながら歌っているものである。一方、
〈あめふりくまのこ〉のように１番～５番の
歌詞の内容がストーリーになっているものも
あり、心に映像を浮かべながらイメージし歌
を楽しむものもある。
　反対に子どもにとって歌詞の内容をイメー
ジすることが困難な曲もある。そういった曲
の場合は、保育者がその意味について予め調
べ、子どもに分かる言葉で、またはペープサー
ト等の視覚的な効果を使って説明することが
求められる。
　また保育者は教材選択においても、子ども
の歌で楽しくて元気が出るような曲なら歌詞
は何でもいいというのでなく、歌詞の内容が
子どもの生活や遊びに密接に結び付いており
（年齢・発達を考慮した）、空想したりイメー
ジすることで歌詞の世界に入ることができる
歌を選曲することが大切なことである。
₄．弾き歌い指導の実際
　ここまで、子どもの歌唱活動における保育
者の役割、そして歌唱活動に重要であるイ
メージについて述べてきた。次に、これらの
考えを基に行った弾き歌いの実践例から効果
的な指導法を模索したい。まず、本学学生の
実態として、弾き歌いについてのアンケート
Ｑ１歌うことは好きですか？
Ｑ２歌うことは得意ですか？
Ｑ３弾き歌いに対する期待と不安
（期待）
・できるようになったら楽しい
・弾きながら歌えることで自信がつく
・歌うから自分も楽しくなる
・様々な曲を知ることができる
・しっかりとした音程や発音を手に入
れることができる
・園児らと一緒に歌えること
・将来の自分
・弾いて歌えると達成感と楽しさがあ
る
（不安）
・声が大きく出せない。
・一緒に歌って弾くのは難しい
???? ????????
??? ????????
???????
? ?????????
??
? ??
???? ????????
??? ????????
???????
? ?????????
??
??
??
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法については、８割以上の学生がある程度完
璧に弾けるようになってから歌をつけると
いった練習の実態が浮き彫りになった。これ
については、以前から疑問に感じていたこと
なので予想通りの結果と言える。ピアノが間
違えないようになってからということは、歌
詞や曲の雰囲気というよりも音やリズムの間
違いにまず目がいくということであろう。こ
のことはどちらか一方に気を取られてしまう
原因となりかねないので、バランス良く練習
できるように指導者はアドバイスする必要が
あると考える。
4－2．実践例①（個人レッスン）
　「トンボはどんな風にどこを飛んでいます
か？情景をイメージしてみましょう」、筆者
のレッスンはこのような声かけにより始まる。
学生の心に発生する心的イメージを言葉にす
るのが目的である。最初は戸惑う学生もこの
レッスンに慣れてくると自分の言葉を使い表
現するようになってくる。中には筆者が想像
もつかないようなイメージを挙げる学生もい
て驚くことがある。心的イメージが浮かばな
い場合は筆者がイメージを膨らませるような
声かけを用意しておく。心的イメージが確定
すると次に、「イメージした情景を音にしてみ
ましょう。どんな風に弾きたいですか？どん
な風に歌いたいですか？」と問いかける。イ
メージを音にする活動へと発展する。イメー
ジを音にする方法が思い描けない学生にはい
くつか例を聴かせて考えさせる。反対にピア
ノ伴奏で情景を表していると思われる部分に
注目させ、「ここは何を表しているのでしょ
う？情景が変わりますね？この右手のメロ
ディーは何を表していると思いますか？」等
と問いかける。音から感じるイメージを言葉
4－１－2．考察
　歌うことが好き、どちらでもない学生を含
めると９割になる。Ｎｏと答えている学生に
ついても数名を除いては苦手を理由としてい
る。一方、得意かという問いについては85％
の学生がＮｏ、どちらでもないと答えている。
これについては予想以上の回答で、その理由
からは学生の苦手意識や歌についての自己評
価が低いことが推測される。しかしながら、
弾き歌いに対する期待は大きく、できるよう
になりたいといった意欲や将来の自分を想定
している姿が伺える。不安については、弾く
ことと歌うことを同時に行うことについての
不安が圧倒的に多く、その他自身の声につい
て他の人にどう伝わるか不安を感じている学
生が多いことが分かった。また、Ｑ４練習方
・同時にできない
・努力が必要だと思う
・自分の声が通るのかが心配
・自信を持って皆の前で弾けるか不安
・歌いながら弾くとどちらかが分から
なくなる
Ｑ４弾き歌いの練習の方法について
　２択で答えてください。
Ａピアノがある程度間違えないように
弾けるようになってから歌をつける
Ｂピアノの練習途中から歌をつける
??????????
????????
??
?
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できる。とはいえ、音の長さやリズム自体が
確実に理解できているとは言い難い学生たち
にいきなり伴奏づけしましょうと言っても難
しいと考え、レッスン１⇒レッスン２と段階
的に指導することにした。レッスン１で4パ
ターンの伴奏形（譜例１）による弾き歌いを
聴かせる。そのイメージを自分の言葉で記入
する。伴奏形が変わると歌い方や曲の印象が
変わることを伝えることが目的である。レッ
スン２ではレッスン１で得た伴奏形から感じ
るイメージを土台に自身で伴奏をつくる活動
へと発展した。
　　　⑷　ワークシートの内容
　レッスン１
　「めだかのがっこう」をいろんな伴奏形（譜
例１）で弾いて歌ってみます。伴奏形が変わ
ると曲の雰囲気やイメージが変わり、歌い方
にも変化が出てくると思います。どんなイ
メージに聴こえましたか？
例：明るく元気な感じがする。めだかが元気に泳
いでいる感じで歌いたい。
　　①　（　　　　　　　　　　）
　　②　（　　　　　　　　　　）
　　③　（　　　　　　　　　　）
　　④　（　　　　　　　　　　）
（譜例１）
レッスン２
　４つの伴奏形（譜例１）から、メロディー
や歌詞とのイメージに合うパターンをそれぞ
れ選び、あなただけの伴奏を作ってみましょ
う。実際に弾いて音の響きやイメージと合う
かなど考えると素敵な伴奏ができます。
にし、次の表現（ピアノ伴奏や歌い方）を考
えさせ、更に良い表現へと発展していく。
　歌い方についても常に歌詞のイメージを用
いた表現で指導するようにしている。例えば、
先述した「とんぼのめがね」であれば、<あー
おい　おそらを　とんだから>では「青空が
目の前に広がっています。空に向かって遠く
の方まで届くように空気をいっぱい吸って
‘あー’と歌っていましょう。」と言い遠くま
で声を飛ばす練習を行う。単に「遠くまで」
という表現よりも学生のイメージは膨らみや
すい。
　こういった流れで個人レッスンを行ってい
る。もちろんピアノが苦手な学生であれば、
指番号や音自体、リズムの間違いの指摘だけ
で終わってしまう場合も多々あるが、その際
は筆者が伴奏を弾いて、一度は歌詞に注目し
て歌うという活動を入れるようにしている。
ピアノが苦手であれば、歌唱でカバーできる
部分もある。しかし、単に大きな声の一本調
子で歌っていても歌心は子どもに届かない。
そこで、歌詞のイメージを出来る限り、言葉
にするようにさせている。
4－３．実践例②（全体授業）
「歌詞やメロディーに合う伴奏形をつくろう」
　　⑴　実施日時：平成22年５月20日
　　⑵　対 象 者：子ども発達学科２年72名
　　⑶　活動内容
　これまでの全体授業でハ長調３コード（Ｃ・
Ｆ・Ｇ）について学習してきた。保育現場に
おいては、この３コードを使って簡単な伴奏
づけ（右手はメロディーを弾き、左手は示さ
れたコードに合わせて譜例１のような伴奏パ
ターンで弾くこと）ができるようになると同
じ曲でもいろんなパターンで楽しめることが
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たイメージを中心に描かれているが、Ｂの回
答４では、歌い方に触れた記述がみられる。
Ｂのように歌い方に触れている記述は非常に
少ない（全体の13％）。４のイメージについ
ては、‘メダカが主役っぽい’といったユニー
クな表現であらわしているものもあれば、‘優
雅な感じ’‘’音が多いからメダカも多くい
るような感じに聴こえる’といった音に注目
した記述も少数であるが見られた。
　学生の心的イメージは情景や動きがベース
として発生するが、それを歌い方や音の表現
としてイメージするにはまだ経験不足である。
そこで歌い方や音の表現に結び付けていくた
めの援助が指導者に求められる。
レッスン２
　「めだかのがっこう」は比較的ゆったりで
可愛らしい曲であるため、同様なイメージに
なりがちと予測されるが、学生１人ひとりが
自分なりのイメージに合う伴奏形を組み合わ
せて作っている。筆者ら指導者がある程度の
道筋（今回の場合であれば、差し出されたパ
ターンの中から自分で描いたイメージを基に
選ぶのみ）を立てておくと自身で考えること
が容易であることが分かる。
　また、注目すべき点は②の「そっとのぞい
て　みてごらん」で選んだ理由の殆どが‘め
だかをびっくりさせないようにそっとのぞい
ている’で１の伴奏形を選択しているのだが、
‘そっとのぞくけどウキウキした感じ’で２
の伴奏形を選んだ学生、‘そっとのぞかないと
どっかにいってしまう、だけど早く見たいか
ら人のドキドキ感みたいなのを表すため’で
４の伴奏形を選んだ学生もいた。このような
感じ取る力の差異を、一人ひとりの表現を伸
ばす指導に結びつけたいものである。
①　めだかの　がっこうは　かわのなか
選んだ伴奏形の番号（　　　　）
その理由
②　そっとのぞいて　みてごらん
　そっとのぞいて　みてごらん
選んだ伴奏形の番号（　　　　）
その理由
③　みんなでおゆうぎ　しているよ
選んだ伴奏形の番号（　　　　）
その理由
4－３－2．結果と考察
レッスン１
　ここでは２名の回答を比較する。
Ａ（男）
１．静かで穏やかな川を少ないメダカが泳いでい
る
２．キッチリ列になってメダカが泳いでいる感じ
３．のんびりメダカが泳いでいるが明るい感じ
４．元気で伸び伸びと多くのメダカが泳いでいる
Ｂ（女）
１．ゆっくりしたテンポでゆっくりとメダカが穏
やかに泳いでそう
２．メダカがはねていそうなイメージ
３．ゆったりとしているがメダカが楽しそう
４．明るくて一番歌いやすそうな感じがした
　両者ともめだかの学校の情景や動きを表し
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る。そこで、感性を豊かにする指導とピアノ
や歌唱の基礎的な力を向上する指導のバラン
スが養成校における弾き歌いの指導に求めら
れるのではないだろうか。今後の研究計画と
して、引き続き更に効果的な指導を探究する
と共に、弾き歌いの指導で身に付けた力を保
育現場で生かせる力、つまり保育実践力へと
どのように展開していくのかその変化を経過
とともに観察し、保育における弾き歌いの指
導の在り方について深めていきたいと思う。
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₅．まとめ
　歌詞から生まれる心的イメージを広げるこ
とは学生の感性を引き出すことにつながるも
のと考える。歌詞だけでなく、音や歌声を聴
いて、感じて伴奏づくりに移すことは感性を
研ぎ澄ますことで可能となる。
　現行の教育要領・表現においても、「感じた
ことや考えたことを自分なりに表現すること
を通して、豊かな感性や表現する力を養い、
創造性を豊かにする」とあるように、幼児期
における表現活動に‘感性’は重要なキーワー
ドである。豊かな感性とは感情や体験を自分
なりに表現する充実感を味わうことによって
育てられるものである。こういった子どもの
感性を引き出し伸ばすためには、保育者とな
る学生自身の感性が重要になる。
　後日行った全体授業で、「たなばたさま」の
曲のイメージを絵で表現するという活動を
行ったが、ピアノを苦手としている学生も真
剣に取り組み、一人ひとり違った感性豊かな
作品を作り上げた。学生らの絵を眺めている
と豊かな感性を弾き歌いの場面で上手く活か
しきれていないと感じ、自身の力不足を反省
する。今後は、学生の感性を引き出し音によ
る表現へと導いていけるような指導を目指し
指導内容を研究していきたい。
　子どもは生活の中で多様な体験を通して、
心の中に様々なイメージを思い描いている。
音楽による歌唱活動についても、保育者によ
る工夫一つで子どもたちのイメージを広げる
ことができる。今回の実践のような活動は保
育者に求められる感性を豊かにする活動の第
一歩となるのではないだろうか。しかしなが
ら、自身の心に生まれた心的イメージを音に
移すためにはある程度の基礎技術は必要であ
